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1 まえがき

マイクロストリップパッチアンテナにおける給電方法
の 1 つとして, 文献 [1] のような電磁結合給電方式があ
る. 本方式は誘電体基板 2 層が分離している構造である
ため, 材質形状が安定ではないフェルト等を用いてアン
テナをテキスタイル化する際には, 寸法精度誤差に関わ
る基板厚変動によるアンテナ特性の変化を把握しておく
ことが望ましい.

　本報告では, 2 種類の導電性繊維を使用し, 電磁結合
給電を用いたマイクロストリップパッチアンテナを作製
た. また, そのフェルト厚及び繊維組織の変化がアンテ
ナ特性に与える影響について実験的評価を行った.

2 アンテナ構造

図 1 に評価対象のアンテナ構造を示す. アンテナは,

基板厚が 1.0 mmでポリエステル 100% のフェルトに対
して, 放射素子を銅シートとしたモデル (Model A) と
ミツフジ繊維工業 (株) の導電性繊維 AGposs (100d/2,

30d/2) をそれぞれ用いて刺繍をしたモデル (Model B,

Model C) を作製した. 刺繍方向は, 放射素子及びマイク
ロストリップ線路が y 軸方向, 地板は x かつ y 軸方向.

刺繍密度は 4.0 yarns/mm , 縫いピッチは 2.0 mm であ
る. フェルト厚は d = 1.0 mm (初期状態), 2.0 mm の 2

種について評価を行った.

3 実験結果

図 2 に反射特性, 図 3 に xz 面での指向性の実験結果
をそれぞれ示す. 異なる導電性繊維で同じ厚さのモデル
を比較すると, 動作利得の差異はそれぞれ約 2 dBであ
る. また, フェルト厚の増加による共振周波数の差異は,

Model B, Cそれぞれで, 0.6%, 0.4%であり,メインロー
ブ方向の利得の低下は小さい. これらの結果から, フェ
ルト厚を 1.0 mm から 2.0 mm に変化させた場合でも,

放射特性への影響が少ないことを確認した.

4 まとめ

本報告では, 2 種類の導電性繊維を使用し, 電磁結合
給電を用いたマイクロストリップパッチアンテナを作製
た. また, そのフェルト厚の変化によるアンテナ特性へ
の影響について実験的評価を行った. その結果, 本方式
を用いたアンテナがフェルト厚の変化に対して比較的安
定な放射特性を持つことを明らかにした.

図 1 アンテナ構造
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図 2 反射特性

図 3 指向性 (xz 面)
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